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発心の道場
23ヵ寺

［阿波の国 徳島県］

宗派：高野山真言宗
本尊：釈迦如来
開基：行基菩薩
住所：�鳴門市大麻町板東塚鼻126
電話：088-689-1111
宿坊：なし
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聖
武
天
皇（
在
位
７
２
４
～
７
４
９
）

の
勅
願
に
よ
り
行
基
が
開
基
。
弘

仁
６（
８
１
５
）年
、
弘
法
大
師
は
衆

生
の
煩
悩
を
浄
化
す
る
と
と
も
に

自
ら
の
厄
難
を
祓
っ
て
、
心
身
の
救

済
が
で
き
る
霊
場
を
開
く
た
め
に
こ

の
地
を
訪
れ
、
修
法
し
た
。
霊
感
を

得
た
大
師
は
当
寺
の
本
尊
の
前
に

念
持
仏
の
釈
迦
誕
生
仏
像
を
納
め

宗派：高野山真言宗
本尊：阿弥陀如来
開基：行基菩薩
住所：�鳴門市大麻町檜字段の上12
電話：088-689-1112
宿坊：あり（150人）

　

弘
仁
６（
８
１
５
）年
、
こ
の
地
で

弘
法
大
師
が
修
法
し
、
結
願
の
日
に

阿
弥
陀
如
来
の
姿
を
彫
造
し
て
本
尊

と
し
た
。
こ
の
像
が
発
す
る
光
は
遠

く
の
海
ま
で
達
し
て
漁
の
妨
げ
に
な

っ
た
の
で
、
本
堂
の
前
に
人
工
の
小

山
を
築
い
て
遮
っ
た
と
い
う
。
天
正

年
間（
１
５
７
３
～
９
２
）に
長
宗
我

部
元
親
の
兵
火
で
焼
失
し
た
が
、
万

て
第
一
番
札
所
と
定
め
、
四
国
を
右

廻
り
に
巡
る
遍
路
道
を
創
っ
た
。

治
２（
１
６
５
９
）年
に
蜂
須
賀
光
隆

に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。

ご
く
ら
く
じ

り
ょ
う
ぜ
ん
じ

四国霊場は発心の道場（徳島県）、修行
の道場（高知県）、菩薩の道場（愛媛県）、
涅槃の道場（香川県）と、人生にたとえ
られる。発心とは悟りを求めて発願す
ることで、一般的にお遍路の旅は一番
札所から第一歩を踏み出し、八十八ヶ
所ある札所を時計回りに巡る。

宗派：高野山真言宗
本尊：釈迦如来
開基：行基菩薩
住所：�板野郡板野町大寺字亀山下66
電話：088-672-1087
宿坊：なし

宗派：真言宗御室派
本尊：延命地蔵 胎内仏・
　　　勝軍地蔵菩薩
開基：弘法大師
住所：板野郡板野町羅漢字林東5
電話：088-672-4111
宿坊：なし
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聖
武
天
皇（
在
位
７
２
４
～
７
４
９
）

の
勅
願
に
よ
り
行
基
が
寺
塔
を
建

立
し
、「
金
光
明
寺
」と
命
名
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
弘
仁
年
間（
８
１
０

～
８
２
４
）に
弘
法
大
師
が
日
照
り

に
苦
し
ん
で
い
る
村
人
を
見
て
井
戸

を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
霊
水
が
湧
き
出

た
と
い
う
。
以
来
、こ
の
井
戸
は「
長

寿
を
も
た
ら
す
黄
金
の
井
戸
」と
さ

　

嵯
峨
天
皇（
在
位
８
０
９
～
８
２
３
）

の
勅
願
に
よ
り
、
弘
仁
12（
８
２
１
）

年
に
弘
法
大
師
が
開
基
。
大
師
は
勝

軍
地
蔵
菩
薩
を
彫
像
し
、
本
尊
と
し

た
。
そ
の
後
、
紀
州
熊
野
権
現
の
導

師
を
務
め
て
い
た
浄じ

ょ
う

函か
ん

上
人
が
霊

木
に
延
命
地
蔵
菩
薩
像
を
刻
み
、
そ

の
胎
内
に
大
師
作
の
像
を
納
め
た
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
勝
軍
地
蔵
菩

宗派：東寺真言宗
本尊：大日如来
開基：弘法大師
住所：�板野郡板野町黒谷字居内5
電話：088-672-1225
宿坊：なし

宗派：高野山真言宗
本尊：薬師如来
開基：弘法大師
住所：板野郡上板町引野8
電話：088-694-2046
宿坊：あり（300人・温泉あり）

　

弘
仁
６（
８
１
５
）年
、
弘
法
大

師
が
大
日
如
来
像
を
彫
造
し
、
こ

の
像
を
本
尊
と
し
て
創
建
。
こ
の
本

尊
に
ち
な
ん
で
寺
号
を「
大
日
寺
」

と
命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
興

廃
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
応
永

年
間（
１
３
９
４
～
１
４
２
８
）に
松

法
師
と
い
う
僧
に
夢
の
託
言
が
あ

り
、修
復
さ
れ
た
と
寂

じ
ゃ
く

本ほ
ん（
１
６
３
１

　

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
温
泉
湯
治

の
利
益
が
伝
え
ら
れ
た
旧
跡
で
、
大

師
が
人
々
を
病
苦
か
ら
救
う
薬
師
如

来
を
祀
っ
た
の
が
縁
起
と
さ
れ
る
。

桃
山
時
代
に
阿
波
藩
祖
の
蜂
須
賀

家
政
が「
駅
路
寺
」と
定
め
、
遍
路

や
旅
人
の
宿
泊
、
茶
湯
接
待
の
施
設

を
置
い
た
。
以
来
、
宿
坊
は
４
０
０

年
の
歴
史
を
有
し
、
現
在
も
大
師

れ
、
寺
名
の「
金
光
明
寺
」を
改
め
、

「
金
泉
寺
」と
し
た
。

薩
の
信
仰
か
ら
か
、
武
将
た
ち
が
多

く
の
寄
進
を
し
て
い
る
。

～
１
７
０
１
）が
著
わ
し
た『
四
國
霊

場
記
』に
記
さ
れ
て
い
る
。

堂
前
か
ら
湧
き
出
て
い
る
温
泉
が

遍
路
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。

だ
い
に
ち
じ

あ
ん
ら
く
じ
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阿
波
の
国（
徳
島
県
）発
心
の
道
場

土
佐
の
国（
高
知
県
）修
行
の
道
場

伊
予
の
国（
愛
媛
県
）菩
薩
の
道
場

讃
岐
の
国（
香
川
県
）涅
槃
の
道
場

1
〜
6
番
札
所


